テーマ：
個別性対応の取り組み

～送迎時間の見直しから～

部署　　　：　ゆうとぴあデイケア

発表者　　：　山﨑慎吾
共同研究者：　三宅幸子、津川大、田原玲子、生田和義、岡田紀子、田中佳子、
大野祥子、佐平登志美
はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
送迎業務は、単に利用者を送迎する業務ではない。しかし、自分達の業務が優先され家族背景への視点が希薄であった。送迎は、業務ではなく個別性の対応の視点であることにきづき、認知症を介護する家族の精神的負担を軽減でき、ケアマネージャーや家族と連携を図ることで、個別性対応の必要性を学んだ事例を紹介する。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
S氏の送迎の際に家族が不在の時があり送迎時間や対応の見直しが必要であった

①家族、ケアマネ－ジャ－との相談と対応

②サ－ビス担当者会議の開催への働きかけ、実施

③送迎時間の変更・実施

上記の三項目を実施・対応を行った。

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①18時頃自宅に送迎がスムーズに行えるようになった。（毎週金曜日）　②スタッフ間で情報が共有でき送迎がスムーズに行えるようになった。③サービス担当者会議を開催したことで、担当者会議はケアマネからだけではなく、事業所側からの積極性が必要であると分かった。④家族背景を理解しケアを取り入れることが必要⑤統一したケアを行う為にケアプラン、ケアチェク表の必要性がわかった。　　　　　　　　　

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

送迎は、時間内に迎えたり、送ったりするのではなく、本人の身体的状況、家族背景を理解し提供することが個別性ケアの提供である。家族が安心して帰宅でき、認知症を抱えた人が安全に帰宅できる様に時間を提供する必要がある。ケアマネ－ジャ－や家族からの要望だけでなく、事業所からも積極的な働きかけを行うことで、援助内容が明確になり統一したケアを図ることができる。
まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今後も積極的に情報交換を行い、ケアマネ－ジャ－と連動した、ケアプランが重要である。現在ケアプラン・ケアチェック表のさくせいにあたってはスタッフが個々に認識を深めた状態で作成にあたっている。今後、今回の事例のように華族は背景やニ－ズに反映した、個別性の生かせるプラン作成に取り組んでいきたい。

